
はじめに

久しぶりに人前でマスクなしに顔を見せる
ことになり，少し変な感じですね．きょうは
あまり関学らしくない話かもしれませんけれ
ども，お酒の話をしたいと思います．お酒と
いっても，どちらかというと禁酒の話です．
お酒というものは，社会学や民俗学ではお祭
りなど非日常的なものと関係して理解されて
います．日常と非日常という観点からする
と，伝統的には日常とは農作業や日々の生活
です．それに対して非日常というと，お祭り
や，みんなで集まって宴会をするなどの行事
のことで，日常と非日常はそのような対比と
して理解されてきたと思います．しかし，そ
のような常識が実は社会統制の結果として生
まれているという話をしたいと思います．そ
して多くの人がそれに気づかないままにいる
という話です．

飲酒の非日常性

僕は関学に来る以前には熊本大学というと
ころに勤めていて，熊本大学は実は第五高等
学校といって，日本で最初の高等教育の機関
の一つでした．第五高等学校の建物は今では
五高記念館となっています．僕は逸脱や社会

問題などに関心があるので，そこで第五高等
学校時代，つまり夏目漱石などが先生をやっ
ている時代の学生処罰のノートなどを見てい
ました．
それを見ていたら，学生の教室内の飲酒が

禁止と書いてありました．今からみんなが思
うと当たり前かもしれませんけれども，それ
が書いてあるということは，要するに教室の
中でみんなが飲酒をしていたということです
よね．それは僕にとってはすごく不思議で，
読んだ時にあれ？と思いました．飲酒を禁止
と言わなければ飲んでいたということですか
ら．ということは，僕らが教室で飲まないと
いうのは，実は極めて最近のことなのかなと
思うようになったのです．
そこでいろいろと調べてみて，最近の僕の

指導している大学院生の研究なども含めてい
ろいろと考えてみたら，少し面白いことが分
かってきたのですけれども，少しその話をし
たいと思います．というのは，先ほど言った
ように，日常というと農作業などで，非日常
というとお祭りということで，実はお酒は，
非日常の中の一つの要素としてずっと知られ
てきたわけです．その非日常と日常の分け方
というのは，例えば民俗学だと日常が「ケ」
といわれて，非日常は「ハレ」と呼ばれてい
ます．「ハレ」と「ケ」というものですね．
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社会学の基本的な考え方では，たとえばデ
ュルケムなどだと，お祭りで集合的になり，
みんなで集まってエネルギーをもらって，そ
れでそのエネルギーを持って日常生活を暮ら
していくという，そのような形で捉えられて
いるわけです．そういう対比が，ある種でと
ても自然な社会秩序であるかのように思われ
ているし，書かれているのですけれども，実
は本当にそうなのかというのを，五高記念館
の教室での飲酒禁止というのを読んでから，
僕はそう考えてきました．

社会統制と作られた常識

というのは，もしかしたらそういう風に自
然なものではなくて，それはある種，そのよ
うな形で決められてつくられてきたのではな
いかと思ったのです．そのような観点でいろ
いろと調べてきたというか，気にしてきたの
ですが，最近分かってきたのが禁酒令のこと
で，これはいろいろとあります．アメリカの
1929年の禁酒法がとても有名ですけれど
も，それだけでなくて日本もずっと禁酒令と
いうのが出ていたりしたのです．
例えば戦国時代などでもお酒の禁止という

のが農民に対していわれたり，禁酒令が出さ
れたりします．江戸時代も出されたりするの
ですが，実はそれはなぜかというと，要する
にそのような禁止令を出さないと人々はお酒
を飲んでしまうからなのです．
ただし，その飲酒の禁止は健康のためなど

ではなくて，実は農業生産を管理するための
命令なのです．お酒を飲むと生産力が落ちる
からです．江戸時代などでもそのような形
で，お酒の禁止というのが何度も出されてい
ます．要するに，みんなが聞かないから，何

度も禁止令を出さないとお酒を飲んでしまう
わけです．
それだけではなくて，実はお酒を製造する

ことも禁止していました．というのは，お酒
の製造は商売になってしまうから，要するに
身分が変わってしまうわけです．農民の人た
ちがお酒を造ってしまって，それが取引に使
われてしまうと，それは商業になってしまい
ます．そうすると身分制が崩壊というか，そ
の境界が動いてしまうわけです．そのような
ことなのです．
これらが何を意味しているのかというと，

禁酒令は生産や身分制など，そのような社会
秩序を，いってみれば固めるためのものなの
です．これが示唆しているのは，決してわれ
われが研究などで常識だとして理解してきた
「ハレ」と「ケ」というのが，そもそもきっ
ちり自然にというか，社会的だけれどもまる
で自然にそうであるかのように分かれていた
わけではなくて，そのようにかなり強引につ
くられた形で，といってもいいと思うのです
けれども，分けられてきたということなので
す．

禁酒と国力

これは明治時代になるともっと如実です．
明治になると，うちの大学も関係するのだけ
れども，プロテスタントの教えが入ってき
て，横浜禁酒同盟，禁酒協会のようなものが
生まれました．それは，要するに禁欲という
考え方を持って禁酒という考え方を入れてく
るわけです．それら禁欲という考え方はあま
り広まらなかったのですけれども，実は禁酒
そのものは広がりました．禁欲は広がらない
のだけれども，禁酒は広まっていきます．
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なぜか．禁酒をすることを通じて，やはり
生産力を上げていくわけです．工場労働や，
いろいろな生産現場の生産効率を上げるため
に禁酒を奨励していくわけです．つまり禁酒
はここでも，今度は国力の管理の手段となっ
ていくのです．富国強兵政策というのが明治
時代にとても大事で，要するに外国と渡り合
っていかなくてはいけないわけですから，そ
のようなところで禁酒というのがどんどん奨
励されていくということになるわけです．

管理された身体と非日常

このようなことを見ると分かるように，
「ハレ」と「ケ」というのは，特に「ハレ」
の中で，お酒というのはとても重要な要素だ
ったのだけれども，その管理というのは，実
はそもそも僕らの社会に備わっている自然な
ものでは決してなくて，そのような形で，い
ってみれば政治的なもの，あるいは制度的な
ものとして成り立ってきたということを，僕
らは実はあまり知りません．
でも，僕らはそれを，いってみれば自然に

受け入れて，例えばこのような形で，学内は
禁酒なのであれなのですが，自然に昼間はお
酒を飲みません．仕事が終わってからお酒を
飲みに行くという形の身体のつくり方，考え
方，そのような行動様式を発達させているの
です．でも，それは実はそのような形で管理
された身体です．管理された行動様式として
つくられたものだということです．そしてそ
れは，管理されていたことも忘れられている

ような状態に置かれているものなのです．
だから，僕はそのことをしっかり理解する

必要があるかなと思っています．というの
は，僕らは本当はもっと自由だし，いろいろ
なことを自分で決めて自分で考えることがで
きるはずなのです．僕自身の研究テーマはそ
のようなこととして，薬物のことなどをやっ
ていますが，それは何故かというと，それが
いいということではなくて，僕らはもっと自
分たちで，自分たちのことを考えることがで
きるのではないかと考えて，それをテーマに
しているのです．お酒もそういうテーマだと
思います．
つまり日常と非日常というのは自然に与え

られているものではなくて，実はそのような
形でつくられています．だから，僕らはもっ
とそれに主体的に関わり合って，もちろん今
それを肯定するのもありだとは思いますが，
ただ，重要なのは自分の考えでそのようなこ
とを決めていく，あるいは少なくともそのよ
うな歴史的な背景や社会的な状況がバックグ
ラウンドにあるということを知っておく必要
があるということです．それが，僕らがもっ
と自由に生きるための必要な知識であり，考
え方かなと思っています．
今日の僕の話はこの辺で終わりにしようと

思います．コロナ禍の最近は外出制限など日
常の中に非日常が入り込んでくることも多い
ので，あえてこういう話をしました．ご静聴
ありがとうございました．

（社会学部教授）

12 Ⅰ．日常と非日常




